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鎌倉視察

１月２０日(木) １３:００～２１:００

１．面白法人カヤック （柳澤大輔 ＣＥＯ）
２．鎌倉市役所 （松尾崇 市⾧）
３．鎌倉リビングラボ（東大高齢社会総合研究機構 秋山弘子 特任教授）
４．カマコン （Online参加）



面白法人カヤック
柳澤大輔 ＣＥＯ
①概要

創業: １９９８年
従業員数: ４３５名
上場: マザーズ市場
事業内容: 日本的面白コンテンツ事業
グループ企業: 鎌倉R不動産、ウェルプレイド・ライゼスト（ｅスポーツ）、

鎌倉自宅葬儀社、カヤックアキバスタジオ（ゲーム開発）など１２社

②ビジョン:
1. まずは、自分たちが面白がろう。
2. つぎに、周囲からも面白い人と言われよう。
3. そして、誰かの人生を面白くしよう。

「地域資本主義」を提唱。
地域経済資本（財源や生産性）
地域社会資本（人のつながり）
地域環境資本（自然や文化）



面白法人カヤック
②主な事業 その１
☆ゲーム開発: 2021年上期、世界のアプリダウンロード数

ランキングで日本企業１位
☆ｅスポーツ: 子どものなりたい職業第２位。

家庭教師、実況中継。
☆移住促進・関係人口創出(SMOUT):

関係人口と移住のためのスカウトサービス。
750の自治体で活用。



面白法人カヤック
②主な事業 その２
☆まちのコイン:

お金で買えないひと•まち•地球に
うれしい体験で、地域とつながる
コミュニティ通貨サービス。
全国１３地域で展開中。



面白法人カヤック
③面白アイディア
☆社⾧のおごり自販機

☆日清カップニャードル

☆さいころ給



鎌倉市役所
松尾崇市⾧、共生共創部 比留間部⾧
①SDGs達成に向けた取り組み
・2018年 SDGs未来都市に選定
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鎌倉市役所
SDGs達成に向けた具体的な取り組み
☆まちの社員食堂

・地元レストランスの発信の場＋地元企業とワーカーの交流の場
・３１社が参画

☆古民家村上邸 みらいラボ
・ワーケーション体験
・マインドフルネス研修（PILOT社)
・オフサイトミーティング（HOYA社）

☆鎌倉リビングラボ
☆ロードプライシング
☆SDGsみらい塾



鎌倉リビングラボ
東大高齢社会総合研究機構 秋山弘子特任教授（鎌倉在住）
・鎌倉リビングラボ:
「安心して住み続けられる地域に」を出発点に、

地域住民が主役となって、産官学民の連携によって、
鎌倉における社会・地域課題の解決を目指す取り組み。
高齢化率４５％の今泉自治会が舞台に2017年から実施。

・2011～2016年に取り組んだ、⾧寿社会における課題や
対応モデルを構築するための調査研究活動がベース。



鎌倉リビングラボ

・世界では約４００、日本では約２０のリビングラボが展開中



鎌倉リビングラボ
①住民課題にもとづく
「⾧寿社会にふさわしいワークスタイルと住宅・地域環境の開発」

若い人が暮らしたいと思うまち →「人生100年時代の在宅ワーク環境と家具」
生活者との共体験、共感に基づき、コンセプト設計を行い、商品化の可能性を模索
→ イトーキ社が開発。コロナ後大ヒット。

②自治体課題にもとづく
「デジタルシフト:2023年までにシニアの９０％がスマホ/タブレットが使える」
→ デジタル機器に関する勉強会を継続開催中。

③企業課題にもとづく
「新たな⾧寿社会向け商品サービス開発」

→ YAMAHAと共にシニア向け新型モビリティの開発中。
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カマコン
カマコン :
「まちをよくする活動や、活性化にチャレンジするプ

ロジェクトに対して、アイデアを出し、プロジェク
トに実際に参加することで応援できる地域活動」

「鎌倉の魂をもつ人たちが集まる運命共同体。鎌倉を
熱くしていきたい人を全力で支え続けています。

「ITを打ち出していますが、ITの垣根を超えて様々
な人たちが集まっている。
ITに知見のある多くの企業が参加、ITの知識や
ツールを武器にして、鎌倉を盛り上げたい人を支援
しています」
2013年～、毎月第３木曜日 １９:00～



カマコン
プロジェクト事例
☆クラウドファンディング「iikuni（いいくに）」
「思い」を持った人が、iikuniを通して、資金や協力者を集めることができます。
あなたのチャレンジで、鎌倉をもっともっといいまちにしましょう。
☆「津波が来たら高いところへ逃げるプロジェクト」

津波に対する問題意識を高めるためのイベント。鎌倉生涯学習センターや郵便局の壁面を
使って津波の高さを再現したり、関東大震災の体験者のお話しや聞き語りを聴く「シンポ
ジウム」、ご老人を背負って避難場所を目指す「逃げ道実験レポート」など。
東北を支援する物産展や、防災グッズの紹介などの防災イベントも実施。

☆「どこの企業で働くか」より「どこの場所で働くか」を大事にする方のための説明会
鎌倉にある企業の社⾧たちが一斉に集まり、社⾧自ら会社説明会を開催。とことんぶっちゃ
けたあとで、最後は、社⾧と一緒に飲みにいきましょう。



感想＆学び
☆普通であればお目にかかれない方々から直接お話をうかがえたことに感謝します。
☆フィールドワークの良さを実感。現地を実際に訪れ、見て、聞き、体験することは座学では得られない学びがある。

☆面白法人カヤック : ・鎌倉愛の強さ、面白さ半端なし。
・町の社員食堂、カマコン等への市民や地元企業の参加を通じて、鎌倉に今新しい歴史。
・ゲームやｅスポーツで事業の収益基盤があってこそ?

☆鎌倉市役所: ・若きリーダーの下、先を見通したまちづくりを着実に実践。
・幅広い市民が参画、産官学民が連携。
・市の課題を自分事に、愛着やプライドにつながる好循環も期待。
・コロナ禍で東京からの移住先として湘南エリアがあらためて人気化。注目度さらにUP。

☆リビングラボ: ・まちづくりにおいて住民参加を重視している姿勢が明確。
・住民の参加意識も高い（アンケート回収率９６％）
・社会課題の克服に、住民自らが取り組んでいる実績は全国の自治体・地域の参考になる。

☆カマコン: ・熱量に驚き。コアメンバーの持続的なやる気と行動力＝本気度によるところ大。
・市外からの参加者が多い。活動する場を求めている可能性。



山 神 裕

関先生、貴重な機会を与えていただき、ありがとうございました


